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１．はじめに
　今日、多くの養成校がより良い保育者養成を目指
し、努力を重ねている。本学保育科でも、より良い
保育者養成を目指していく中で「保育実践の改善」
を目的に保育者養成を行うようになった。これは、
各保育施設で行われる公開保育への参加、或いは「幼
稚園教諭免許状取得」及び「保育士資格取得」のた
めの特例講座等を経験する過程において、保育現場
のレベルが高いとは言えないと筆者らが感じている
からであり、より優秀な保育者を養成することを通
して保育実践の改善を図りたいというねらいがある
ためである。
　「保育実践の改善」を目的とするにあたって重要
なことは、授業を行う大学教員自体が保育現場にで
きる限り関心を持ち、保育現場を知ることである。
なぜなら、学生は実際の現場や子どもたちの様子等
には興味を持って受講するものの、理論や学術的な
視点には興味を抱くことが難しい現状があるからで
あり、また実際の保育現場の様子から理論的な授業
を展開することが、学生の保育観や子ども観を育む
ために有効であると考える為である。さらに、保育
実践と無関係に保育者養成を行ったとすれば学生が
保育現場に出た際に、現場とのギャップに戸惑い、
苦悩し、学生生活で学んできたことを十分に発揮で
きない可能性も考えられる。
２．保育実践の改善を目的とした取り組み
　これまで本学科では「保育実践の改善」を目的と
した保育者養成を行うために、学内外において様々
な取り組みを行ってきた。詳細は後述するが、学内
でいえば、実習科目を正規の授業科目として位置づ
けることや実習科目の複数担当制等であり、学外で
いえば、現場に勤める保育者との勉強会や保育実
践講座等である。現場の保育者との勉強会は、もと
もとは卒業生のアフターケアを目的として始まった
が、今では保育者だけではなく、様々な立場の保育
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関係者にも参加していただけるようになった。
　こうした取り組みの中で副次的に「これからの保
育者が持つべき保育観の育成」に関する教員間の共
通理解が形成されるのではないかという仮説が生ま
れた。そしてこの教員間の共通理解こそが、より優
秀な保育者を養成するために大きな役割を果たして
いると考えられる。なぜならば、教員間の共通理解
がなければ、様々な授業や指導を受けた学生の授業
間、指導間の繋がりを見出すのは、学生自身に頼る
ことになってしまうからである。授業について換言
すれば、保育という共通の枠組みでありながらも、
学生が「○○総論」、「○○演習」というように別々
の科目として捉えてしまう可能性があり、総合的に
保育を捉えるに至らなくなってしまうのである。つ
まり各授業での学びを線で結ぶことができるか否か
は、学生自身の能力に寄るところとなってしまう。
これは単に学生の資質・能力に関する問題ではなく、
学科あるいは専攻としての共通理解を持たない教員
の問題と捉える必要がある。従って、教員間の共通
理解が得られなければ、保育者養成の責任を果たし
たとはいえないと考える。
　一方、保育者との勉強会や研修会等を積極的に実
施することで大学教員間だけでなく、保育者と大学
教員間の共通理解も形成され得ると考えられる。共
通のテーマや事例を通して互いの考えを述べること
によって、保育者、大学教員それぞれの立場におけ
る保育観や子ども観を出し合うこととなり、それを
基に議論が発展していくことが可能となる。その議
論の中で、保育者養成校としては、どのような理念
をもって保育者を養成しているかを保育者に提示で
き、保育者はその時点で抱えている保育の困難さ、
課題等を大学教員に提示し、解決の糸口を見出すこ
とが可能となる。このように保育者と大学教員が互
いの立場や専門領域から議論し合うことによって共
通理解を形成し、参加者同士でよりよい保育を思考
することができる。そしてこうした共通理解、或い
は保育に対する理念を基に、保育実践の改善へと繋
げることができるのではないだろうか。延いては、
こうした取り組みの積み重ねが、学生の実習環境に
も影響を与え、学生が実習においてより深い保育実
践を学ぶことができると思われるのである。
　上記の理由から、本学科における保育実践の改善
を目指した取り組みに焦点を当て、保育観や子ども
観、学生指導に関する教員相互の共通理解がどのよ
うに形成されているのか、また保育者と大学教員間
に形成される共通理解に考察を当てていくこととす
る。
３．保育実践の改善を目指した、教員、保育
　　者間の共通理解が形成される環境
　本学科において保育実践の改善を通した取り組み
は以下のようになっている。
１）現場に勤める保育者との勉強会・出前研修会
２）保育実践講座
３）「幼稚園教諭免許状取得」及び「保育士資格
       取得」のための特例講座
４）子育て支援員研修
５）実習科目の複数担当制
６）学科会等の集まる場の提供
１）現場に勤める保育者との勉強会・出前研修会
　本学保育科では、月に一度、保育現場に勤める保
育者を交えた勉強会を実施している。勉強会には若
手からベテランの保育者まで様々な園、役職の保育
関係者が自由に参加し、大学教員もそれぞれの専門
領域を超えて、様々な教員が自由に参加している。
この勉強会は本来、本学科卒業生の為に始められた
ものであるが、今日では卒業生のアフターケアとい
う以外に、保育者の抱える実践上の悩みや課題につ
いて話し合い、事例等を通して保育者や大学教員の
それぞれの専門領域を超えて自由に話し合いが行え
る機会となっている。
　この勉強会では、保育者や保育関係者、大学教員
がそれぞれの領域、立場から保育現場で抱えている
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苦悩や課題について気兼ねなく話し合っている。こ
うした場は、保育者と大学教員の交流の場として機
能しているだけではなく、参加した卒業生の口コミ
で同僚の保育者が新たに参加するなどの広がりも見
られ、保育者や保育関係者の横の繋がりを生成する
きっかけともなっている。
　また、保育者からの依頼を受けて、本学科教員が
地域に赴き、研修会の講師を務める機会も存在する。
この研修会には、本学科教員が複数名参加し、それ
ぞれの専門分野から保育についての知見を述べる機
会にもなっている。
　こうした勉強会や研修会は、大学教員にとっては
多様な保育実践を知る機会となるだけではなく、実
践者である保育者が子どもたちをどのように捉えて
いるかや、新たに施行された政策等が現場にもた
らす影響などを直に聞くことができる機会となって
いる。さらに大学教員がそれぞれの保育観や子ども
観を語ることから、他の大学教員がどのような方針
をもって保育者養成を行っているのかを知るととも
に、自身の保育観や子ども観を相対化することにも
繋がっている。
２）保育実践講座の開設
　保育実践講座は毎年10月以降から２月にかけて、
８回を目安に保育者を対象として大学教員が講義を
行う公開講座或いは保育者研修に類似した形態を
取っている。毎回、保育に関するテーマを設定し、
それに基づいた資料を基に本学教員がリレー方式で
それぞれの専門分野から示唆を述べる形式となって
いる。一人15分～20分程度で話をしていくが、大学
教員はなるべく内容が重ならないよう努めている。
　この講座を通して、大学教員は他の教員の保育に
対する考えやテーマに対するアプローチの仕方、専
門領域の相違等を聞くことができる。加えて、他の
参加者が質問や異論を唱えることももちろん可能で
ある。この講座では勉強会や研修会と同様に、教
員は自身の意見を述べるとともに他の教員の見解か
ら、自身の専門領域からの保育観や子ども観を再考
する機会とすることができる。また保育実践講座は、
勉強会になかなか参加することが難しい教員にとっ
ても、保育現場とかかわる機会として機能している。
一方、保育者からの意見も出され、その意見に対す
る議論も行われるため、議論を深めていくほど、大
学教員間だけではなく、大学教員と保育者間のテー
マに対する共通理解も形成されていく。
　一般的に、学内において自身の専門領域と他の専
門領域の共通性を見出したり、相違点を見出したり
して、自身の保育観、子ども観等を再考する機会は
少ないだろう。しかし、学内において教員が議論し
合い、発表を行うことで、教員間にある一定の保育
に関する共通理解が形成されると考えられる。そし
て、その共通理解を元に学生への授業を再構成し
展開することによって、教員がそれぞれの専門領域
に特化しただけの授業を展開するのではなく、学科
としてある程度のまとまりの中で、それぞれの専門
を生かした授業を展開できるようになると考えられ
る。従って、保育実践講座は教員相互の共通理解形
成にとって貴重な機会となっていると言える。
３）「幼稚園教諭免許状取得」及び「保育士資格取得」　
　  のための特例講座の開設
　本学科においても「幼稚園教諭免許状取得」及び
「保育士資格取得」のための特例講座を他大学と合
同で実施している。この特例講座は８月の夏季休業
期間を使用し、計12日間での開催となっている。
　こうした取り組みは、学科全体で取り組まなけれ
ば運営は難しいのだが、重要なのは講座の役割分担
である。当然のことながら各々の専門領域から担当
教員が選定されるが、講義内容に重複がないよう担
当教員間で調整をしなければならない。また、専門
領域外の教員であっても、時に担当教員に助言をす
るケースもある為、学科全体の協力の下、各講座が
行われる必要がある。
　この講座には、もう一つ重要なポイントがある。
それは、この講座によって必ずしも大学教員から受
講者へ一方向的に専門知識を与えるだけではない
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ということである。つまりは大学教員にとってもメ
リットがあるのである。それは、現場との繋がりで
ある。毎年、多くの実習生を引き受けている地域の
保育施設との関係性が、保育者養成校にとって重要
なことは言うまでもない。しかし、時間を割いて現
場の保育者と保育について意見を交わすことは、現
実的に難しい状況である。その為、こうした時間は
互いの保育に対する意見を交わすには絶好の機会と
なる。特例講座の位置づけとして最も重要なのは、
互いに保育に関する意見を交わすことで、保育施設
の保育方針を知れるとともに、保育者養成校の方針
を保育施設へと伝える場となっている点にあると考
える。
４）子育て支援員研修の実施
　本学科では、子育て支援員研修に関する講座も実
施している。これは「子育て支援の担い手となる人
材を確保すること」や「子育て支援の仕事に関心を
持ち、従事することを希望する人に対し、必要とな
る知識や技能を習得するための研修を実施して資質
の確保を図ること」を目的とした研修である。
　「幼稚園教諭免許状取得」及び「保育士資格取得」
の為の特例講座と同様に、子育て支援員研修も学科
全体として取り組まなければならない地域貢献であ
るとともに、保育現場との良き交流の場として機能
するよう努力している。こうした講座や研修を実施
するに際し、大学教員がどれだけ現場の保育実践や
子どもの様子を捉えられているかが重要なポイント
となる。もちろん、大学教員個々の研究や本学附属
幼稚園での活動状況等を通して、保育現場について
学ぶよう教員も努めているが、こうした際に勉強会
や保育実践講座で保育者から出た保育現場の様子や
意見等が参考となる。さらに、多くの教員が勉強会
や保育実践講座を通して他の教員の考えに対する理
解を深めているため、研修内容を分断するのではな
く、前後の研修内容と関連させながら研修を進める
ことが可能となり、研修そのものの内容に深まりが
見えてくると思われる。
５）実習科目を中心とした複数担当制の導入
　本学科では、実習科目を正規の授業科目として学
外実習とは別に毎週開講している。その授業の中で
は、実習での体験を学生の学びの機会として位置づ
け、実習体験の中から心に残ったことに関して他の
学生の前でレポートし、自分なりの感想を述べる機
会を設けている。そして、そのレポートに他の学生
がコメントをした後、教員が他教科との関係性を述
べ、子どもの見方や問題の捉え方についてアドバイ
スを行っている。こうした授業形態を採用している
本学科の幼稚園教育実習は、現状、３名の教員と１
名の助手がアドバイスを行っている。
　学生の体験した事例に対して、４名の教職員がコ
メントを行う授業形態は稀であろう。しかし、学生
にとっては、非常に学びとなる授業であると考えて
いる。事例の中で４名はそれぞれにコメントを行う
のだが、方向性は同じであったとしても４名ともが
必ずしも同様の意見を述べるわけではない。それは、
教職員の専門領域や経歴が異なるからであるが、そ
うした相違から教職員も新たな知識や情報を得て、
自身の保育観や子ども観を見つめ直すことができる。
　加えて、レポートを行った学生を話題の中心に
据えながらコメントをすることで、教職員は教壇に
立って授業を行うスタイルとは異なった雰囲気で、
気兼ねなくコメントを述べることが出来る。従って、
事例について教員から教員へ「○○についてはどう
考えますか？」と質問するケースもある。敢えて学
生の前で質問するのは、根底として保育に対する考
え方、捉え方を同一にしながらも、末節ではそれぞ
れ捉え方が異なり、保育における多様性を学生に示
すためでもある。保育実践や子どもの発達を対象に
考察を深める際、あらゆる可能性や手立てがあるこ
とを教員が身をもって示すことで、必ずしも答えが
一つでないことを伝えようとしているのである。こ
うした雰囲気の中で、学生を含め授業参加者全員で、
共通理解を得られるようにしている。
　また、新任の大学教員とってもこうした授業形態
にはメリットがある。新任の大学教員にとって、自
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身の入職先でどのような方針をもって保育者養成を
行っているのかを把握することは容易ではない。事
前に活字や口頭での説明等があり、十分理解してい
るつもりであっても、実際に学生への対応が求めら
れる際、些細な点で戸惑う点も多い。しかし、勉強
会も同様であるが、このように古参者と新参者が互
いの意見を発表し合い、学生へのコメントの方法、
語り口調、発言内容を直にすることによって、新参
者は古参者から間接的に学生への指導方針や対応方
法を学ぶことができる。これは、新任教員が学科の
保育者養成の方針を理解する為の１つの研修として
も成り立っていると考えられる。
６）学科会等で教員が集まる場所の提供
　本学科では、教員が一同に顔を合わせる場面が多
い。月に一度催される学科による会議に加え、入試
選考会、オープンキャンパスで行われる模擬授業に
は可能な限り担当者以外の教員も参加するようにし
ている。また、助手が常駐する共同研究室と呼ばれる、
学生と教員が共通に利用できる部屋も設置されてい
る。さらに学生が授業における学習成果を発表する
ような機会では、時として授業担当以外の教員もオー
ディエンスとして授業に参加し、学生の発表を見学
することが出来るような環境が存在する。
　学科会では必ず学生動向について報告する機会が
持たれ、ゼミ生の動向や授業等における学生の様子
を報告し合い、教職員全員が学生の様子や心身の状
態を把握することによって、教員全員で学生を支援
する体制を整えている。また、学科会で学生に対す
る具体的な支援の方針を検討し、確認することによ
り、教員の個性を生かした支援を行いながらも、一
定の方針に沿って指導することが可能となっている。
　加えて、オープンキャンパスの模擬授業や授業内
での学生の発表に担当者以外の教員が参加すること
によって、教員がどのような授業を行っているのか、
学生の参加度はどの程度のものであるのか、そして
どのような学習成果を学生が得られているのか等、
他の教員の授業内容や、学生状況について多面的に
知ることができる。その中でも特に学生が発表を行
う場面は、純粋に学生の成長を教員が喜び、共有し
合える場となる。
　このように学生の意外な一面や成長を見届けなが
ら、教員が同じ場面を共有することで、学生に対す
る認識を再構築し、また新たな共通理解が形成され
るのである。
４．教員、保育者間の共通理解を形成するために
　保育者養成校におけるそれぞれの教員が共通理解
をもって指導していかなくてはならないことに、今
日の保育者養成校に求められている様々な要請に応
えていく上で重要な要素が含まれていることは、こ
れまでに述べてきた通りである。特に保育に関する
教員相互の共通理解と学生指導に対する共通理解は
今後どの養成校でも重要になるであろう。
　何故ならば、先述したように、保育に関する共通
理解が得られぬまま保育者養成を行ったとすれば、
各教科目で学ぶ内容を関連付けるのは学生自身の役
割となってしまう為、養成校としての責任を果たし
ているとは言えないからである。逆に言えば、教員
が相互に共通理解を形成していれば、学生は各教科
目で学ぶ内容を「保育」という大きなまとまりで捉
えやすくなる。そして、週に一度のゼミの時間や各
授業において、アドバイザーや授業担当者が教科目
間の繋がりを示していけば、学生はより学びを深め
ることが可能となるであろう。
　また、学生指導においても、教員の指導内容が異
なれば困惑するのは学生であり、やはり指導における
共通性を教員間で図らなければならない。学生間のト
ラブルや実習に対する不安、私生活における相談や
進路決定に対する相談等、教員の指導内容は多岐に
わたるとともに、学生にとってはそれぞれが懸念する
事項である。従って、本来、教員によって指導内容や
伝達できる情報に格差があってはならない。そうした
点からも、指導方針に対する共通理解を形成し、そ
の理解に基づいた指導を行うべきではないだろうか。
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　今回、本学科の取り組みに考察を当て、教員相互
の共通理解を形成する上で重要であると言えること
は、以下の５点であると考える。
１）強制性のない参加自由な学び場～共通理解を形
成する環境～
　強制性がないということは、好きな時に参加でき
るということである。この環境が重要なのである。
なぜならば、強制性がある場合、専門家同士の勉強
会という堅苦しいイメージも重なり、参加者が委縮
し、発言者が特定の人物に偏る可能性が考えられる
からである。参加してもしなくても良い、参加した
いものができるときに参加するという「緩さ」や「多
様性を認める環境」というものが、参加者自身を日
常のしがらみから解放し、雑苦葉乱に保育について
語り、子どもの事例を笑い合う状況へと導いている
と考えられる。
　こうした環境であれば、多忙な保育者、保育者と
なった卒業生等がいつでも参加できるとともに、普
段、勉強会になかなか参加できない教員も都合のよ
い時に参加し、保育について語り合い、学び合うこ
とができる。こうした卒業生や地域の保育者、保育
関係者、大学教員が参加可能な際に参加できる勉強
会を継続することで、強制的でなく、自然な形で無
理なく教員相互の共通理解を形成していくことがで
きるのである。
２）実践を踏まえた共通テーマ、事例で語り合う
　　～共通理解を形成する条件～
　勉強会においても保育実践講座においても、また
複数担当で行う実習科目においても、共通のテーマ
や事例を提示しながら行っている。これに対しそれ
ぞれの考えを示していくことは、保育においてそれ
ぞれの専門領域によって、テーマや事例に対するア
プローチや捉え方が異なるという理解へと結びつい
ていく。これは共通理解を形成するために非常に重
要なことである。例えば、ある事例に対し、専門領
域を音楽に置く教員はどのように捉えるのか、美術
の教員はどうであるのか、教育学や心理学の教員は
どうであろうかと、様々な観点から総合的にテーマ
や事例を捉えることは、自身の専門領域を相対化す
ると共に、他の教員がどのように捉えているのかを
知ることができる。
　加えて、勉強会や保育実践講座では、保育者や主
任、園長などの役職者、行政に携わる保育関係者等、
現場の声を聞くことができる。これもまた、新たな
知見や情報を得られ、教員間の共通理解の質を高め
る効果を持っているといえるのである。
３）古参者の存在～共通理解の基礎を方向付ける～
　古参者の存在は、教員間の共通理解の基礎を方向
付ける役割を持っているといえる。学内での存在意
義はもちろんのこと、勉強会等の学外的な取り組み
においても、長年にわたり保育者養成に携わってき
た古参者の保育観や授業構想、実習ノウハウ、保育
施設との関係性等は新参者を導く筋道となり得る。
そして、古参者の保育観等を継続発展させるのが新
参者の役割の一つであり、それらを継続発展させる
ためには、古参者と新参者が意見を交換し、保育観
等を擦り合わせていく必要性がある。したがって、
古参者は新参者を導く保育観等を有していなければ
ならないが、新参者の意見、見解を受け止める柔軟
性も同時に求められる。
４）保育現場との関係性～共通理解を深める～
　保育実践に携わる保育者は、大学教員間の共通理
解に大きな影響を与える。保育に従事し、常に子ど
も達とかかわっている保育者からの提言から、様々
なことを教員は学ぶ事ができる。制度の変化や子ど
もたちの生活状況、子育て支援等、子どもを取り巻
く環境が刻々と変化する中、大学教員では知り得な
い現場の状況、子どもの思い、保育者の苦悩・喜び
を伝えてくれるのは、卒業生をはじめとした保育者
である。こうした保育者から出された意見は、教員
間で形成した共通理解を深め、時に修正してくれる　
重要な役割を果たしている。
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　先述したように、本学科では「保育実践の改善」
を目指し保育者養成を行っている以上、保育者と悩
みや課題を共有し、方策を思案することも大学教員
の務めであると考えている。そして、保育者から得
た情報を、授業を通し学生に伝えていくことで、現
場・学生・大学教員の共通理解を形成していくこと
も必要である。
５）学生一人ひとりを教員全体で支えていく仕組み 
～共通理解を形成するきっかけであり、共通理
解を生み出す～
　先述したように本学科では学科会をはじめ教員が
一同に顔を合わせる機会が多く存在する。この際、
学生の動向から指導しなければならない事項、学生
が努力している様子等、様々な話題が上がる。
　例えば一人の学生の動向が話題となった場合、あ
る教員が担当する授業ではどのような様子か、ゼ
ミ担当教員からはどのように見えているのか、部活
動ではどうか、授業外でどのようなことがあったか
等、一人の学生に対し様々な視点から情報が寄せら
れ、多面的に一人の学生を捉えられている。特段、
義務的、強制的に意見を求められているわけではな
いが、教員それぞれが自主的に学生の様子等を話し
ている。そのような中で、その学生に対する認識が
変化したり、教員間の共通理解が得られたり、具体
的な支援が検討されている。その結果、各教員はそ
の学生を新たな認識で捉えられるようになり、時に
その学生の動向をより注意深く把握しようと努めよ
うとする。さらに、具体的な支援の方針が教員相互
の共通理解として得られていれば、どの教員が指導
を行ったとしても、教員は自身の個性を生かしなが
ら一定の方針に沿って指導することができるのであ
る。このようにして、学生一人ひとりを教員全体で
支えようとする仕組みが、結果的には教員間の共通
理解を形成すると共に、共通理解を形成する契機と
なっている。
５．発展、継承される共通理解
　図１は本学科で実施している取り組みと、共通理
解形成の関係図である。
　本来の目的を達成する中で副次的に生まれた共通
理解は、大学教員、保育者各々が現場で援助や指導
を行う際の基本理念の一部となる。大学教員であれ
ばそれは学生指導や研究に生かされ、保育者とすれ
ば子どもとのかかわり、保育の中で生かされること
【教員、保育者間の共通理解形成の関係図】
取り組み
①保育者との勉強会
【教員、保育者間の共通理解を生み出す必要条件】
１）強制性のない参加自由な学び場　～共通理解を形成する環境～
２）実践を踏まえた共通のテーマ、事例で語り合う　～共通理解を形成する条件～
３）古参者の存在　～共通理解の基礎を方向付ける～
４）保育現場との関係性　～共通理解を深める～
５）学生一人ひとりを教員全体で支えていく仕組み　～共通理解を形成するきっかけであり、共通理解を生み出す～
本来の目的
学生指導・保育実践の改善
教員、保育者間の
共通理解
②保育実践講座
③特例講座
④子育て支援員研修
⑤実習科目の複数担当制
⑥学科会等の集まる場
保育者、大学教員の保育探求・卒業生のアフターケア
保育者を対象とした講座・保育者の質の向上
「保育士資格」、「幼稚園免許状」の取得
「子育て支援員」の養成
授業の質の向上、授業主担当者の負担軽減
必要事項の審議・報告、学主や他の教員の発表
図１
16
浅井　広・髙　　洋行・児嶋　雅典
となるであろう。
　そして、図１の関係図から言えるように、それぞ
れの現場の中で共通理解を基にした援助、指導を行
い、その結果として生まれた新たな課題や成果がま
た勉強会や研修会等で議論され、検討されていく。
このようにして新たな共通理解の形成、共通理解の
発展、継承が行われていく。
　こうしたサイクルは、本来の目的としての取り組
みが継続される以上、発展、継承され得るであろう。
６．まとめと今後の課題
　本学科の保育実践の改善を目指した取り組みに焦
点を当て、その取り組みの中で副次的に生まれた「こ
れからの保育者が持つべき保育観の育成」に関する
共通理解が大学教員間、保育者・大学教員間でどの
ように形成されているのかに考察を当てた。
　保育実践の改善を目指し本学科で行われている取
り組みは、①現場に勤める保育者との勉強会・出前
研修会、②保育実践講座、③「幼稚園教諭免許状取
得」及び「保育士資格取得」のための特例講座、④
子育て支援員研修、⑤実習科目の複数担当制、⑥学
科会等の集まる場の提供の６つである。こうした取
り組みを実践する中で、「これからの保育者が持つ
べき保育観の育成」に関する共通理解を形成する上
で重要と考えられる５つの項目が浮かび上がった。
　１）強制性のない参加自由な学び場～共通理解を
形成する環境～、２）実践を踏まえた共通テーマ、
事例で語り合う～共通理解を形成する条件～、３）
古参者の存在～共通理解の基礎を方向付ける、４）
保育現場との関係性～共通理解を深める～、５）学
生一人ひとりを教員全体で支えていく仕組み～共通
理解を形成するきっかけであり、共通理解を生み出
す～
　上記５要件のもと、大学教員、保育者が保育につ
いて気兼ねなく話し合い、互いの意見を共有し、共
通の認識を形成していくことが、保育実践の改善へ
と繋がっていくのだと考えられる。加えて、こうし
た取り組みを一度ではなく、何度も積み重ねていく
ことによって、その共通理解をより発展したものへ
と高めることができるのであろう。
　しかし、本学科が取り組む保育実践の改善を目的
とした取り組みにも課題が残る。こうした取り組み
への参加者が限定されること、言い換えれば参加者
が固定される傾向にあることが第一の課題である。
保育者、大学教員それぞれに業務があるため、参加
自由であることを尊重してはいるものの、幅広い参
加を求めることは困難である。従って、保育実践の
改善を目指す志向性の高い保育者、大学教員、保育
関係者の参入を促すとともに、そうした人材を養成
することにも取り組む必要性がある。
　第二の課題としては、「これからの保育者が持つ
べき保育観の育成」に関する共通理解を、各々の現
場でいかに発揮するかという課題である。共通理解
は基礎理念であるため、その共通理解に則って、保
育者、大学教員の専門性や個性を生かした指導、対
応を行うべきである。しかし絶え間なく変化する現
場では、指導や対応を熟考する時間は少ない。従っ
て、保育者も大学教員も各々その場、その場の指導
や対応が求められるのであるが、その指導や対応に
共通理解がどのように生かされているかを図る術が
無いのが現状である。
　この課題に関しては、やはり保育者や大学教員一
人ひとりが意識をもって取り組みに参加し古参者や
他の教員と共に、自身の事例を検討していくほかな
いであろう。保育においても学生指導においてもセ
オリーはなく、一人ひとりへの指導、対応が異なる
ため、それらを出来る限り省察し、自身の反省へと
転換していくことが求められるのである。
７．おわりに
　今日こうした保育者養成校における教員間の共通
理解というものが日々重要視されてきている事を筆
者達は実感している。それは先述したように今日の
保育者養成校に求められている要求そのものが大き
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くなってきている事が１つの要因と考えられる。そ
れは例えば保育者の専門性を高めようとする社会的
動向や幼児期そのものに与える影響が、大人になっ
てから大きくその人格形成に反映されることが科学
的に証明されてきたことなど等が挙げられるであろ
う。
　こうした保育者養成校に対する社会的要請が強く
なってきている今日、私達保育者養成の教員は、様々
な情報や山積している保育者養成の実態に翻弄され
てばかりであるが、まずは本質に戻ることが重要で
はないかと考える。それは、私達の社会的使命とも
言える「これからの保育者をどのように養成してい
くか」という課題に真摯に向き合う事ではないだろ
うか。
　それにはまず、各養成校に入学してくる保育学生
に対し、愛着を持って接し、保育者として今後必要
となる知識や教養を丁寧に伝えていく姿勢が必要で
ある。その為には保育現場でも実践している「協働」
というキーワードを元に日々仕事に邁進していくこ
とが大切であると考える。
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